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1. 序論 
 子宮頸部円錐切除術（円切術）は子宮頸部高度上皮内病変（High-grade Squamous 


















  本研究は横浜市立大学医学研究倫理委員会から承認を得て行った（承認番号 B140904006）． 
対象は，横浜市立大学附属病院でハーモニックスカルペルを用いて円切術を施行した，20
歳〜47歳の有月経の患者とした．術後経過 6ヶ月未満または 5年以上の患者やアンケート








 2007年 8月から 2014年 11月までに横浜市立大学病院産婦人科で 460人が円切術を受け，
うち 101人が調査期間中（2014年 10月〜2015年 1月）にフォローアップのために外来を
受診した．その中で，対象となる 96人にアンケート調査を依頼し， 92 人からアンケート
調査の協力を得た．92 人のうちハーモニックスカルペル（Johnson and Johnson，Cincinnati，











































































7) HPVを除菌することはできないのか.  
 







































































いる．（実際には 10 人） 
今回のアンケート調査時の平均年齢は 39歳である．妊娠した人が少ないことについて，術
後の変化による精神的な影響や女性性機能に対する影響の報告があり，それらが関与する
可能を考えている． 
 
これら以外にもいくつかの質問がなされたが，申請者によりいずれも的確な返答がなされ
た．申請者は本学位論文の内容を中心に質問に的確に答え，本課題における深い理解と洞
察力を持っていることを示した．以上より申請者は医学博士を授与されるにあたり相当で
あると判定した． 
 
